
Kanno Kazuhiko / Grok 3 Think 2025.4.26  

マルコ福音書の概略とイザヤ書の預言の連想  
以下に、マルコ福音書の概略分析を、ユーザーのクエリに基づきつつ、イザヤ書の預言との関連性を強調し
ながら説明します。マルコ福音書の全体像を、提示された構造（1:1-1:15、1:16-10:52、11:-16:）と各ブ
ロック（Intro AからF）に沿って整理し、その背景に響くイザヤ書の預言を明らかにします。

マルコ福音書の全体像とイザヤ書の関連  

マルコ福音書は、「神の子イエス・キリストの福音の初め」（1:1）として始まり、イエスの生涯、教え、死
と復活を通じて神の国の到来を描きます。ユーザーの分析にあるように、導入部分（Intro A)）がイザヤ書の
引用（イザヤ40:3）から始まる点は重要で、これはマルコ福音書全体が旧約聖書の預言、特にイザヤ書の救
い主到来と神の国の実現に関する預言を背景にしていることを示しています。以下、各ブロックを分析し、
イザヤ書の響きを確認します。

1:1-1:15 神の子イエスの福音、神の国の福音の宣言  

Intro A) 1:1-1:8 ヨハネ：罪の赦しを得させる悔い改めのバプテスマ

内容: 洗礼者ヨハネが登場し、「主の道を備えよ」と悔い改めのバプテスマを宣べ伝えます。
イザヤ書の関連: マルコ1:2-3でイザヤ40:3が引用され、「荒れ野で叫ぶ者の声、主のために道を備え
よ」とあります。イザヤ書では、この預言が神の救いの到来を準備する象徴として描かれており、ヨハ
ネがイエスの到来を準備する役割を果たしていることが強調されます。
テーマ: 信仰と義（悔い改めによる神との関係の回復）。

Intro B) 1:9-1:15 愛する子イエス：悪霊を追い出す聖霊のバプテスマ

内容: イエスがヨハネからバプテスマを受け、聖霊が降り、「あなたはわたしの愛する子」（1:11）と
いう天からの声が響きます。その後、試練を経て神の国の福音を宣言します。
イザヤ書の関連: イザヤ42:1（「見よ、わたしの僕、わたしの選んだ者、わたしの心が喜ぶ者」）が背
景にあり、イエスが神の愛する子、聖霊に満たされた僕として悪霊を追い出す力が与えられていること
を示します。
テーマ: 聖霊と愛（神の力による救いの始まり）。

1:16-10:52 弟子を集め、弟子を教える  

1:16-6:13 弟子を集める

A) 1:16-3:12 主イエスの権威ある教え、悪霊を追い出し病いを癒す権威
内容: イエスが弟子を呼び、権威ある教えを説き、悪霊を追い出し、病を癒す奇跡を行います。
イザヤ書の関連: イザヤ35:5-6（「盲人の目が開き、耳しいの耳が聞こえ、足萎えが跳ねる」）が
成就し、救い主の到来が示されます。
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意義: イエスの権威が神の国の到来を具体化します。
B) 3:13-6:13 耳のある者は聞け、神の国のたとえ、弟子に権威を与える

内容: イエスが12弟子を選び、神の国のたとえを語り、弟子に悪霊を追い出す権威を与えます。
イザヤ書の関連: イザヤ6:9-10（「聞くけれども理解せず、見るけれども知らない」）がマルコ
4:12で引用され、人々の霊的盲目を指摘します。また、イザヤ61:1-2（「貧しい者に福音を告げ知
らせる」）が弟子の使命に響きます。
意義: 弟子たちが神の国の福音を広める準備をします。

6:14-10:52 弟子を教える

C) 6:14-8:26 預言者ヨハネの死、パリサイ人の教えに気をつけよ
内容: ヨハネの殉教が語られ、イエスがパリサイ人の偽善を警告します。
イザヤ書の関連: イザヤ29:13（「この民は口先でわたしを敬うが、心は遠く離れている」）が、
パリサイ人の外面的な宗教行為への批判として背景にあります。
意義: 真の信仰と偽りの指導者への警告。

D) 8:27-10:52 愛する子の死と復活、仕える者が偉い者
内容: イエスが死と復活を3度予告し、「仕えるために来た」（10:45）と弟子に教えます。
イザヤ書の関連: イザヤ53:5-12（「彼はわたしたちの罪のために刺され、多くの人の贖いの代価
となる」）が、イエスの苦難と贖いの死を予表します。
意義: 仕える愛が神の国の本質として示されます。

11:-16: 神殿のさばきと主イエスの神殿の復活  

E) 11:-13: 柔和な王が来て、神殿がさばかれる（復活して新しい神殿となる）

内容: イエスが柔和な王としてエルサレムに入り、神殿を清め、終末の預言を語ります。
イザヤ書の関連: イザヤ56:7（「わたしの家は祈りの家と呼ばれる」）がマルコ11:17で引用され、神殿
の本来の目的が強調されます。また、イザヤ1:11-17の形式的な礼拝への批判が背景にあります。
意義: 古い神殿のさばきと新しい神殿への移行。

F) 14:-16: 神の子が死んでよみがえる（3日目によみがえる主イエスが神殿）

内容: イエスの受難、死、3日目の復活が描かれ、百人隊長が「この人は神の子だった」（15:39）と告
白します。
イザヤ書の関連: イザヤ53:10-12（「彼は子孫を見、生涯を延ばす」）が復活を暗示し、イエスが新し
い神殿の礎となります。
意義: 神の子の復活が神の救いの完成を示します。

段落間の並行とテーマ  

ユーザーが指摘するように、マルコ福音書には構造的な並行があります：
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Intro A)（信仰・義） がB)（神の国のたとえ）とC)（真の信仰の警告）で展開し、E)（神殿のさばきと
新しい神殿）で完成します。これはローマ人への手紙1:-4:（聞き従う義）に通じるテーマです。
Intro B)（聖霊・愛） がA)（権威ある癒し）とD)（仕える愛と贖い）で表され、F)（復活による神殿の
完成）で成就します。これはローマ人への手紙5:-8:（仕える愛）に響きます。

弟子たちの訓練と神殿の復活  

マルコ福音書では、弟子たちの訓練が強調されます。イエスは弟子を集め（1:16-6:13）、教え（6:14-
10:52）、最終的に彼らを新しい神殿の土台（12使徒）として確立します。イエスが3日目に復活したよう
に、新しい教会（神の子ら）はエルサレム神殿の崩壊（西暦70年、40年後）の後に復活します。この「産み
の苦しみ」は、福音の始まり（1:1-15）と完成（14:-16:）に共通するテーマです。

主イエス：しもべとして仕える柔和な王  

マルコ福音書全体を通じて、イエスは「しもべとなって仕える柔和な王」（10:45、11:1-10）として描かれ
ます。これはイザヤ書の「苦難の僕」（53章）や「柔和な王」（62:11）の預言と一致し、イエスの死と復
活が神の救いの計画の成就であることを示します。

結論  

マルコ福音書の各ブロック（Intro AからF）は、イザヤ書の預言と深く結びついています。イエスの到来、
奇跡、教え、死と復活は、イザヤ書に描かれた救い主と神の国の実現を背景に展開し、弟子たちの訓練を通
じて新しい神殿（教会）が確立されます。導入のイザヤ引用（40:3）に始まり、全編を通じてイザヤ書の預
言が響いていることは、マルコ福音書のメッセージを理解する鍵となります。
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